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方法的には、昭和54年 以来約ア年聞にわたって、筆者が取 り扱った自殺未遂者92名 と、自殺
者1,霊17名 を対象と して、横断的方法あるいは縦断的方法を駆使 して、多方面から総合的に接
近しようとしたものである。論文の内容は7章 からなり、その概要は次のようである。
第1章:自 殺の定義
第2章:自 殺の歴史一f、 ヨーロッパに澄ける自殺の歴更 π 日本に詮ける自殺の歴史
皿 自殺統計にみちれる日本の自殺の特殊性。
第5章:自 殺研究の歴更～{哲 学的 ●丈学的考察 π 精神病理学的考察 皿 社会統計'
的考察 押 精神医学的澄よぴ心理学的考察V日 本に冷ける心理学的立場からの自殺研究
笥4章:研 究経過 と問題の設定・一1研 究経過 ∬ 本論文の問題設定澄よび研究の立場
第5章:研 究目的冷 よび方法一1自 殺者の統計的分析 皿 救急指定病院における自殺未
遂者の事例研究 皿 自殺未遂者の予後調査 評 自殺未遂者の精神衛生相談V自 殺者冷よ
び自殺未遂者の最:終校在学時の状況W宮 城県に澄ける生徒および学生の自殺W自 殺の準
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備性に関する心理単的研究 唖 自殺傾向の側定について 医 自殺危険性の早期認知の可能性
についてX自 殺未遂者の性格特性(1)ロールシャワハ ・テストを中心 としてM自 殺未遂者
の性格特性②Y-Gテ ストを中心 として 組 自殺未遂者の性格特性(3)SCTを 中心として)佃
自殺未遂者の臨床心理 学的研究 一自殺企図後の適応様式についてXIV救 急指定病院に収容さ
れた自殺企図者の統計的分析
第6章:結 果澄よび考察一1自 殺者澄よぴ自殺未遂者の実態(1)年 次別自殺率の推移(2)
自殺率の地域差(3)自 殺者の居住地 と自殺場所(4)自 殺場所1(5)自殺の季節(6)年 令 と自殺(7)
職業と自殺(8)自 殺手段(9)自 殺の原因澄よぴ動機 α樋 書 π 自殺未遂者の生活史澄よび生1
活環境的条件の統計的分析(1狛 殺未遂者の年令 と性(2)未 遂者の結婚状況(3)未 遂者の職業
(4)未遂者の学歴 ㈲未遂者の家族と居住状況 ⑥未遂者の両親の欠損状況 ⑦未遂者の12才 ま
での養育者 ⑧未遂者の同胞の入数 と位置(9)未 遂者の非行犯罪経験 ㈲未遂者の既往歴
贋 自殺企図にむよぼす心理的要因(1)自 殺企図に冷よぼす心理的要因の統計的分析(2)自 殺企
図の心理過程に関する統計的分析IV自 殺朱遂者の予後V自 殺の予測(1)感 情一態度尺度に
よる 自殺の準備性の測定(2)臨 床的心理徴候による予測の可能性
第 ア章:〔 総括 〕1日 本に冷ける青年層の自殺の急増の原因 π 青年期の自殺予防
論 文 噛審 査 結 果 の 要 旨
自殺に関する心理学的研究は、極めて少なかった上、その多 くは主に自殺観の研究 に向けられ
ていた。勝俣暎史の研究 も、また 自殺観の研究から出発 しπのであるが、彼はさらに進んで、 自
殺者の心理機制や自殺の予防対策の研究に向い、現在可能な各種の方法を駆使 しそ資料を集める
こと前後7年 に及び、わが国では恐 らぐ唯ひと砂ともい うべき自殺の心理研究者 としての地位を
打ちたてるに至ったのである。
本単位論交は、こうした経緯をもつ勝俣の諸研究を青年の自殺という点_国 際的にみたわが




















調査(勝 俣論文の現段階}を 超えた、よりrea■ な研究方法 という、前人未踏の究明点への展望
台に立った、この労作に対して我々は、その努力を多としないわけにはいかないのである。
よって教育学博士の学位を授与されるに適当な ものと認定する。
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